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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・新型コロナウイスルに対する環境の消毒、利用者様対応の詳細を青陽館2階の相談室に
　用紙を置くので確認して対応の事。＊不明点は鳥谷部まで。

・デイケア保険の継続・新規について利用者様に案内中。不明点は鳥谷部まで。
・データベースの見直しを3月中に行う。詳しくは鳥谷部まで。

・庶務より連絡あり。

手指消毒液は、在庫が無い状態ですが、入荷してもポンプはつかない為、そちらは破棄せずにそのまま再利用するようにして下さい。また、先日、除菌電解水を分けて貰う事が出来たと連絡しましたが、そちらも在庫がなくなりました。
・2020年4月20日に予定していた春の会についてですが、
新型コロナウイルス感染症が全国で拡大している為、
今回はやむなく中止することが決定しましたのでお知らせします。
※ご不明な点などありましたら、行事運営委員会へお問い合わせください。
・4月30日部署懇談会があります。
＜青陽館での新型コロナウィルス対応＞
①発熱症状（37.5℃以上）があり、電話で来所について相談の場合
　⇒八戸市保健所（帰国者・接触者相談センター：0178-43-9271・43-9184）に電話して、症状を伝え、対応方法について相談し、併せてデイケアを利用していることも伝え、受診する医療機関の指示を受ける。デイケアを利用してよいかも確認する。
　⇒相談結果について、再度連絡をするように伝える。受診した場合には、受診結果についても連絡するように伝える。
②来所後、発熱を確認した場合
　⇒すぐに帰れる場合には、浴室側の非常口を利用し帰宅していただく。帰宅後は、すぐにデイケアへ連絡をいただく。また、その際には再度症状を聴取し、体調確認を行う。
⇒交通事情などにより、すぐに帰れない場合には、浴室（脱衣所）に誘導し、時間まで待機してもらい、帰宅時は上記と同様の対応とする。
⇒本人が帰った後、すぐに本人が通った場所・使用した場所を消毒する。
⇒関係各部署・各機関に連絡を入れる。
＜デイケア利用者様情報＞
・小田　タネ様　～体験利用開始時は場所がわからない等戸惑う事があったが、体験利用を繰り返す事で環境に慣れて、馴染みの利用者様と穏やかに交流を持ち過ごしている。時折、疲労感はあるが、身体不調の訴えは聞かれない。プログラムの参加状況は良く積極的に発言している。本日よりデイケア利用開始となる。
・山地　広人様　～3/3よりデイケア利用開始。訪問看護師より、幻聴、思考伝播が続いており、内服薬を自己調整する事があると情報がある。プログラム中は周囲の動きを見ながら参加し、分からない事は都度スタッフに確認出来ている。3/31表情冴えず、曜日などを確認する事が多く、体調を問うと、就労先での人間関係が円滑にいかず幻聴が強まっている為入院希望がある。外来予約と4/1に変更した為主治医へ詳細を話すように伝えている。4/1外来受診し、幻聴に左右され日常生活が円滑に遅れない為、入院となる。入院に伴い、本日でデイケア利用中止となる。
＜デイナイトケア利用者様情報＞
・岩城　敏夫様　～青風荘より情報提供あり。昨夜、青風荘ホールにて立位姿勢でテレビ観賞をしている。スタッフが着席を促すが、「立っていないと痺れが強まる」と発言しその後も立位で鑑賞を続けていたとのこと。日によって座位姿勢だと痺れが増強する等と話すこともあるため、都度声掛けし状態を確認していく。本日のデイナイトケアでは、運動療法には休まず参加出来ており、運動中の痺れの悪化も無いとのこと。作業療法では午前50分、午後50分と時間いっぱい座って絵画に取り組んでいる。
・吉田　富秋様　～　青風荘より情報提供あり。現在、新型コロナウイルス感染予防として、青風荘スタッフが買い物外出を代行で実施しているとのこと。その影響により先週から、表情の硬さが見られるようになり、青風荘での他利用者様との交流も少なくなっているとのこと。本日のデイナイトケアでは、表情の硬さはなく普段同様に他利用者様と交流を取りながら過ごしている。口調も普段同様である。今後も、外出自粛が続く可能性がある為、状態観察を継続して行っていく。
＜ショートケア利用者様情報＞
特記事項無し

